
活 動 プ ロ グ ラ ム 

 

団体名（ ガールスカウト岡山県連盟 ） 

１．事業内容 

□ 子どもたちの生活習慣や学習習慣の確立に関する活動 

□ 不登校（傾向）児童生徒対象の体験活動 

☑ 自然体験、生活体験、社会体験に関する活動 

□ 家庭教育支援に関する活動 

□ 地域課題の解決に関する活動 

□ 地域人材の育成に関する活動 

    ※複数選択可 

 

２．活動プログラム名 

「 ミッション発動!仲間と協力してクリアしよう! 」 

 

３．目 標（ねらい） 

※プログラムを通して、参加者に身に付けさせたい力、はぐくみたい姿等 

・初対面の人とコミュニケーションを積極時に取り、協力する姿勢をはぐくむ。 

・救急法や測定法等、いざという時に活かせる技術を習得する。 

 

 

４．活動内容  ※対象者の活動及び活動実施に向けた研修会等を記載してください。 
 

回 

 

 
★目標 

・活動内容・対象・参加者人数・スタッフ人数・会場等 
◆目指す参加者の姿 

（評価方法） 

第

１

回 

★野外活動を通して、グループの仲間と協力できる 

・野外炊事、野外やいざという時に役立つ技術の習得 

・国立吉備青少年自然の家・参加者 15名 

◆初対面の人とコミュニケーショ

ンを積極時に取り、協力している。 

(観察・事後アンケート) 

◆救急法や測定法等、いざという

時に活かせる技術を習得してい

る。（事後アンケート） 

第

２

回 

★ 

・ 

・ 

◆ 

第

３

回 

★ 

・ 

・ 

◆ 

 

 

 



５．展 開 

回 

時間 
内 容 準備物 留意点 

◆目指す参加者

の姿 

（評価方法） 

【第 1回】 

  ３０分 

オリエンテーション 

【導 入】 

〇趣旨説明 

〇事前アンケート記入 

〇グループ作り 

〇行動のルール作り 

※人の意見を否定しないこ

とを全グループ共通のルー

ルとした。 

 

 

・しおり 

・名札 

・事前アンケー

ト用紙 

 

行動のルール確

認 

消極的な子への

声掛け 

グループミーティ

ングが積極的にで

きる 

（事前・事後アンケ

ート） 

 ２１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活 動】 

〇野外料理 

・グループで野外料理をす

る。 

・薪の割り方を覚える 

・薪の組み方を覚える 

・火の起こし方を覚える 

・役割分担をする 

・炊工具返却の点検はグル

ープについたスタッフに

してもらったが不十分だ

った。 

※借りた時よりきれいにし

て返すことの大切さまで

至らなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・炊工具、薪 

・食材 

・食器 

・救急セット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ケガ、火傷へ

の注意喚起及

び見回り 

・手持無沙汰に 

している子へ

声かけするよ

うグループの

子への声掛け 

※指示待ちの子

に直接スタッ

フが声掛けを

するのではな

く、グループ

で率先して動

いている子に

指示を出して

あげるような

声掛け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループで役割を

分担し、時間内に

調理から片付け

ができるように

協力する。 

(参加者の発言や

取り組む姿勢を

観察) 

・タイムキーパーの

重要性を知る 

(時折、スタッフ

からタイムキー

パーの子どもへ

の働きかけを行

ったが、タイムキ

ーパーが自分の

役割を理解し、果

たしているかを

観察) 

・達成感と成功体験

を増やし、非認知能

力を高める 

(スタッフは必要な

場面でのみ指導し、

参加者が自分で行

うよう、余計な手出

しをしない) 



７５分 〇技術習得 

・ロープワーク 

・測定法 

・救急法 

（ミッションカードを探

し、それに書かれている

技術を習得する。グルー

プ内で知っている人がい

れば教えることでリーダ

ーシップを発揮できる。

知らない場合、ヒント役

のスタッフを探して聞く

が、どの人がどのヒント

を持っているのか事前に

知らせないため、コミュ

ニケーションスキルが育

つ。確認役は、技術がで

きたかどうかを確認し、

同時に、どんな時に役立

つかを説明する。） 

 

 

・ミッションカ

ード 

・ロープ 

・メジャー 

・タオル 

・ガーゼ 

・ヒントゼッケ 

ン 

・確認ゼッケン 

・新聞紙 

・シール 

・各計画書 

・グループ表 

・紐類 

 

・安全管理 

・グループ内の

フォロー 

(進まないグ

ループがない

か の 確 認す

る。) 

・積極的に動け

るよう声掛け 

(必要以上に

声 は 掛 けな

い。困ってい

そうなグルー

プに対しての

み声掛けを行

う。観察して

いてほぼ必要

はなかった。) 

・成功した時の

ほめ方 

(回数等、過剰

に褒めすぎな

い。褒めると

同時に具体的

にどこがよか

ったのかなる

べくフィード

バックするよ

うにした。) 

・成功体験を増

やす 

(１回ででき

なくても何度

もチャレンジ

することで、

成功できた喜

びを体験して

もらう。でき

るだけグルー

プの中で解決

させ、グルー

プ内で教え合

 

・チャレンジ精神を

養う 

(観察) 

・コミュニケーショ

ン能力を高める 

(プログラム担当

スタッフからは

声掛けをしない

で待つ。) 

・日常でも、非常時

でも役立つ技術

を身に着け、人の

ために何かでき

る自信をつける 

(確認係が具体的

に説明し、参加者

はそれをしおり

に記入。普段の生

活でも役立つこ

とを知ってもら

う。また、他の人

に技術を教えら

れるように促す) 

※全体的には、事

前・事後アンケー

トを比べ、自由記

述欄も参考にし

て評価する。 



う こ と によ

り、自信に繋

げられるよう

にする。) 

１５分 【振り返り】 

〇事後アンケート記入 

〇スタッフの評価 

(閉会式の中で、講評とし

て参加者の頑張った点・

よかった点を話す。) 

 

 

 

 

 

事後アンケート

用紙 

 

・自分の言葉で

記入してもら

う よ う に す

る。なかなか

記入できない

子には、観点

を示唆する等

の 支 援 を す

る。 

 

・自身の努力を客観

視し、頑張ったと

ころやできたと

ころを特に見つ

けて自信をつけ

るとともに、自己

肯定感を高める。 

（事前・事後アンケ

ート） 

 

 

活動の様子 

    
 

 



   

   

 

 

 


